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片
岡
王
寺
跡
の
遺
跡
発
掘
の
写
真

を
見
な
が
ら
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明

を
聞
き
ま
し
た
。
現
在
は
王
寺
小
学

校
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、
法
隆
寺
級

の
壮
大
な
寺
院
が
こ
こ
に
あ
っ
た

こ
と
が
夢
の
よ
う
で
す
。 

こ
の
後
、
良
く
ご
存
知
の
達
磨
寺

へ
。
正
式
な
参
詣
道
か
ら
門
を
潜

り
、
本
堂
を
は
じ
め
数
々
の
歴
史
遺

産
、
遺
物
を
、
も
ち
ろ
ん
雪
丸
も
見

学
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
聖
徳
太

子
像
は
、
博
物
館
等
へ
展
示
の
た
め

出
張
中
で
お
留
守
で
し
た
。
来
年
の

１
月
頃
に
お
戻
り
に
な
る
と
の
事
。

今
年
は
太
子
1400
年
御
遠
忌
に
当
た

る
た
め
ご
多
忙
で
す
。 

             

         
 
 
 
 

写
真 

南
小
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業 

王
寺
南
小
学
校
の
通
信
24
号
に
よ

る
と
現
在
、
王
寺
町
の
小
学
校
で
は
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
全
て
の
児
童
生
徒
に

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
貸
し
出
し
、
キ
ー

ボ
ー
ド
入
力
練
習
、
カ
メ
ラ
機
能
活

用
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
調

べ
学
習
、
グ
ル
ー
プ
活
動
で
の
意
見
共

有
等
、
学
習
活
動
を
効
果
的
に
行
え
る

よ
う
学
年
に
応
じ
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
ビ
デ
オ
会
議
機
能
を
活
用

し
て
登
校
で
き
な
い
人
た
ち
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
視
聴
出
来
る
よ
う
に
し
て

い
く
と
の
事
で
、
小
学
校
も
益
々
I

T
化
が
進
ん
で
い
く
よ
う
で
す
。 

 

義
務
教
育
学
校
の
工
事 

王
寺
南
小
学
校
で
は
令
和
４
年
４

月
に
開
校
予
定
の
義
務
教
育
学
校
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
義
務

教
育
学
校
」
は
平
成
２８
年
４
月
に
新
た

な
学
校
と
し
て
学
校
教
育
法
に
位
置

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

義
務
教
育
学
校
（
小
中
一
貫
教
育
）

を
設
置
す
る
目
的
の
一
つ
は
、
現
在
子

供
達
の
身
体
的
、
精
神
的
な
成
長
が
一

昔
前
に
比
べ
早
く
な
っ
て
お
り
、
習
得

期
か
ら
発
展
期
ま
で
の
９
年
間
一
貫

し
た
教
育
を
編
成
実
施
す
る
こ
と
で

質
の
向
上
を
図
る
。
二
つ
め
は
、
新
た

な
施
設
設
備
、
ト
イ
レ
等
環
境
改
善
を

解
決
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充
実
、
多
目

的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
時
代
に
即
し
た
設

備
を
整
備
し
、
未
来
を
担
う
子
供
達
に

充
実
し
た
学
び
の
環
境
を
提
供
す
る

こ
と
に
あ
る
そ
う
で
す
。
な
お
、
王
寺

南
小
学
校
と
王
寺
南
中
学
校
は
施
設

分
離
型
（
建
物
の
場
所
は
変
わ
ら
ず
）

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。 

義
務
教
育
学
校
の
校
名
は
、
「
王
寺

町
立
王
寺
南
義
務
教
育
学
校
」
と
正
式

に
決
定
し
ま
し
た
。 

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

王
寺
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
［
義
務
教
育

学
校
設
置
に
か
か
る
Ｑ
＆
Ａ
］
を
ご
参

照
下
さ
い
。 

 

     

 

最
後
は
、
和
（
や
わ
ら
ぎ
）
の
鐘
、
み

ち
び
き
の
像
で
解
散
し
ま
し
た
。
今

回
、
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
王
寺
町

の
歴
史
の
重
み
、
古
さ
を
知
る
と
共
に

歴
史
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
町
な

の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。 

ま
さ
に
地
名
・
名
称
は
言
葉
の
化
石
で

し
た
。 

 
 

 

れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
続
い
て

王
寺
工
業
高
校
の
校
庭
に
あ
る

戦
後
の
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
機

を
見
学
、
こ
れ
は
自
衛
隊
か
ら

の
貸
出
と
の
事
、
次
は
王
寺
町

唯
一
の
天
皇
陵
で
あ
る
孝
霊
天

皇
陵
。
そ
の
昔
、
天
皇
が
治
め

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
田
原
本

町
黒
田
方
面
が
、
一
望
に
見
渡

せ
る
高
台
に
安
置
さ
れ
て
い
る

陵
に
お
参
り
し
ま
し
た
。
孝
霊

天
皇
は
第
７
代
天
皇
で
、
在
位

76
年
で

歳
ま
で
生
き
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
わ
や
か

で
厳
粛
な
空
気
に
触
れ
た
ひ
と

時
で
し
た
。
次
に
向
か
っ
た
の

が
親
殿
（
お
や
ど
の
）
神
社

で
、
片
岡
武
士
団
が
戦
勝
祈
願

や
軍
議
を
開
い
た
場
所
で
す
。

こ
こ
に
は
本
殿
奥
に
昔
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
奉
納
さ
れ
て
い
る

絵
馬
が
多
数
飾
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
聖
徳
太
子
と
縁
の
深
い
芦
田

池
を
眺
め
、
そ
こ
で
池
に
ゆ
か
り

の
あ
る
和
歌
を
ガ
イ
ド
さ
ん
が
披

露
さ
れ
、
古
い
土
標
を
探
し
な
が

ら
太
子
道
を
王
寺
小
学
校
に
向
か

っ
て
歩
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
王
寺

と
い
う
町
名
の
由
来
で
も
あ
る 

          
 

  

    
 

 

10
月
23
日
（
土
）
に
「
王
寺
町
タ

イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。
王
寺
駅
を
午
前

８
時
半
に
第
１
班
９
名
（
内
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
３
名
）
の
一
員

と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
久
度
カ

ル
ケ
ッ
ト
と
言
う
昔
は
水
田
に
水

を
引
く
暗
渠
水
路
へ
、
今
は
大
和

路
線
が
上
を
走
り
人
も
窮
屈
な
が

ら
通
れ
ま
す
が
、
壁
面
に
は
イ
ギ

リ
ス
積
み
レ
ン
ガ
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
個
所
も
あ
り
、
時
の
流 

 

 

 

 

 

  

 

テレビ共同受信について 

トラブル等の窓口 0120-950-144 

(24 時間無休) 

各種契約等の窓口 0120-333-990 

9 時～21 時（日祝 17 時まで） 

 

 

次回の自治会費の銀行自動引落は 
令和４年１月 31日（月）です。  

引落前日までに、南都銀行で引落の手続き

や口座残高などのご確認をお願いします。 

 
 
 
 

自治会費納入のご確認を ‼ 
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自
治
会
・
管
理
組
合 

役
員
退
任
の
ご
挨
拶

 

書
記 

中
原 
茂
樹
（
明
２
） 

二
年
間
、
書
記
を
務
め
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
自
治
会
の
活
動
が
多
く

の
役
員
の
方
々
の
ご
尽
力
で
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
制
約
の
多
い
二
年
間
で
し

た
が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 会
計 

中
川 

修
三
（
太
３
） 

 

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
夏
ま
つ

り
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
と
な
り
、

大
き
な
山
も
な
く
比
較
的
穏
や
か
に

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
提
案
し
た
会
計
ソ
フ
ト
も

導
入
い
た
だ
き
、
記
帳
作
業
等
が
軽

減
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
他
の

役
員
の
方
々
と
交
流
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
２
年
間
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

交
通
防
犯
部
長 

 

山
本 

広
明
（
明
１
） 

コ
ロ
ナ
蔓
延
の
真
最
中
で
も
あ

り
、
本
来
の
活
動
を
十
分
に
全
う
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
個
人
的

に
は
、
役
員
の
方
々
に
よ
り
い
か
に

丁
寧
に
美
し
ヶ
丘
自
治
会
が
運
営
さ

れ
て
い
る
か
を
垣
間
見
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
自
治
会
の
一
員

と
し
て
協
力
さ
せ
て
頂
き
た
く
思
い

ま
す
。
皆
様
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

          

   
 
 

保
健
衛
生
部
長 

鹿
野 

恒
実
（
太
３
） 

 

昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
活
動
自
粛
の
為
、
恒
例
行

事
が
殆
ど
中
止
と
な
り
、
保
険
衛
生
活

動
に
尽
力
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

緑
化
維
持
管
理
活
動
は
、（
株
）
春
山
組

の
ご
協
力
で
幹
線
道
路
沿
い
の
緑
地

帯
の
維
持
管
理
が
し
っ
か
り
実
施
出

来
ま
し
た
。 

任
期
中
多
く
の
事
を
学

ば
せ
て
頂
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 福
祉
厚
生
部
長 

畑
中 

順
一
郎
（
太
１
） 

任
期
の
殆
ど
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
２

年
間
で
し
た
。
夏
祭
り
も
２
年
連
続
中

止
と
な
り
、
住
民
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ

い
の
機
会
も
な
く
残
念
な
思
い
で
し

た
。
初
め
て
本
部
役
員
を
さ
せ
て
頂
き

執
行
部
の
皆
様
の
地
域
貢
献
へ
の
熱

い
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

来
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
平
穏

な
日
常
が
戻
る
事
を
祈
念
し
ま
す
。 

 文
化
部
長 

平
石 

美
帆
（
明
４
） 

今
回
初
め
て
役
員
に
な
っ
て
、
当
初

戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。 

私
の
任
期
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
に
よ
り
行
事
の
殆
ど
が
中
止
と
な

っ
た
た
め
、
行
事
へ
の
参
加
は
出
来
な

か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
経
験
を
元
に
今

後
は
行
事
に
も 

参
加
を
し
て
い 

き
た
い
と
思
い 

ま
し
た
。 

  
        

体
育
部
長 

山
下 

直
樹
（
明
２
） 

 

初
め
て
の
体
育
部
長
の
大
役
、
貴
重

な
経
験
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
が

１
年
目
、
２
年
目
と
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
多
く
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。    

ま
た
、
町
民
体
育
大
会
、
夏
ま
つ
り

も
２
年
連
続
で
中
止
と
な
り
誠
に
残

念
で
し
た
。 

皆
様
に
は
色
々
と
ご
指

導
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 

 

会
計
監
査 

江
浪 

由
香
里
（
明
４
） 

 

４
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
役
員
の
皆
様
が
と
て
も
優
し
く

し
て
く
だ
さ
り
何
と
か
頑
張
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
色
々
と
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

管
理
組
合
会
計 

渡
邊 

啓
（
明
４
） 

就
任
当
初
は
、
独
特
な
会
計
シ
ス
テ

ム
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
清
家
さ
ん

を
初
め
岩
上
副
会
長
、
本
部
役
員
の

方
々
に
ご
指
導
頂
き
、
何
か
と
職
務

を
全
う
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
令

和
３
年
か
ら
は
、
会
計
シ
ス
テ
ム
の

ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
か

な
り
楽
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
間
お

世
話
に
な
り
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

広
報
部
長 

樋
渡 

久
美
（
太
３
） 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中 

自
治
会
行
事
の

中
止 

自
分
自
身
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
不
良
等
で
何
も
出
来
ず
に 

逆
に

役
員
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
短
い
期
間
で
し
た
が
有
り
難
う 

御
座
い
ま
し
た
。 

広
報
部
長 

寺
島 

 

陽
美
季
（
明
３
） 

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
移
動
や

外
出
の
規
制
、
自
治
会
の
行
事
も
中
止
。 

そ
ん
な
中
、
会
長
さ
ん
、
副
会
長
さ
ん
、

事
務
の
方
、
他
の
役
員
の
方
、
支
部
長
さ

ん
が
限
ら
れ
た
任
務
を
淡
々
と
進
め
ら

れ
、
こ
の
自
治
会
を
守
る
姿
勢
を
学
び
ま

し
た
。
至
ら
な
い
事
ば
か
り
で
、
た
く
さ

ん
の
方
に
ご
指
導
し
て
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

畠
田
公
園
の
遊
具
器
具
紹
介 

畠
田
公
園
グ
ラ
ン
ド
横
に
子
ど
も
達
が

楽
し
み
な
が
ら
体
力
も
増
強
で
き
る
よ

う
、
で
き
る
限
り
多
く
の
遊
び
機
能(

握

る
・
掴
む
と
い
っ
た
動
き)

を
取
り
入
れ

た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具
が
新
た
に

設
置
さ
れ
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
た

家
族
で
週
末
は
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
「
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ｕ 

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｕ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
と
札

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
お
子
様
、
お
孫
様

と
ご
一
緒
に
一
度
行
か
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。 

 

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
止 

 

９
月
12
日
（
日
）
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、自
治

会
役
員
有
志
で
幹
線
道
路
の
掃
除
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
１１
月
２１
日(

日)

、

以
和
貴
会
が
明
神
４
丁
目
の
ロ
ー
タ
リ

ー
を
中
心
に
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。 

 令
和
４
年
度
役
員
選
出
会
議 

11
月
７
日(

日)

、
令
和
４
年
度
の
役

員
選
出
会
議
が
美
し
ヶ
丘
集
会
所
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
38
回 

総
会
の
ご
案
内 

 

第
38
回
総
会
・
第
40
回
管
理
組
合 

会
場
・
王
寺
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル 

日
時
・
令
和
４
年
１
月
16
日
（
日
） 

・
８
時
30
分
開
場 

議
案
審
議 

・
９
時
か
ら
12
時 

   

自
治
会
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
会
員→

班
長→

支
部
長 

ま
た
は
、
会
員→

支
部
長
へ
連
絡
を
し
て 

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 


